












(要約)

1)肺血栓塞栓は妊産婦死亡の8.7%を占め、主たる妊産婦死亡の原因の一つと考えられた。

2)帝王切開分娩、肥満、高年齢の妊婦は肺血栓塞栓による死亡のハイリスク群であり、

Domanig、真木の血栓症リスク因子解析は有用であると思われた。

3)重症例では発症後の経過が早く、救命は困難と思われた。

4)広範な下肢、骨盤内血栓の存在を診断し得る簡便で迅速な検査法の開発と、それらの血

栓症例や、ハイリスク症例に対して予防的に行う血栓溶解療法のプロトコールの開発が、

本症の発症を予防し、本症による妊産婦死亡を滅少させる最良の方法と思われた。


